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英語      関西大学  全学日程   （２／２実施）   １／２ 

＜全体分析＞ 試験時間        90分 

解答形式 

マークセンス方式 

 

分量・難易（前年比較） 

分量（減少・やや減少・変化なし・やや増加・増加） 

難易（易化・やや易化・変化なし・やや難化・難化） 

 

 

出題の特徴や昨年との変更点 

会話問題１題，文整序問題１題，長文総合問題２題で，読解問題中心の出題。 

 

その他トピックス 

特になし。 

＜大問分析＞ 

番号 区分 出題分野・テーマ コメント（設問内容・答案作成上のポイントなど） 難易度 

〔Ⅰ〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔Ⅱ〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔Ⅲ〕 
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読解総合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

読解総合 

 

 

 

 

 

A 会話問題 

 

 

 

 

 

B 文整序問題 

（245語） 

 

 

 

 

 

「Velcro 社マジ

ックテープの発

明」 

（901語） 

〔 出 典 〕

ThoughtCo. 
“The Invention 
of Velcro” by 
Patricia E. 
Daniels/Jan.22, 
2020 
 

 

 

「ラクダのクロ

ーンビジネス」 

（823語） 

〔 出 典 〕

CNN “Why 

日本人留学生が現地の家電量販店でプリンターを購入

するために販売員に相談する設定。空所の前後のやり

とりに注意して適切な発話を選択肢から選ぶ（四択）。

概して取り組みやすいが，“I go through … like crazy”

など口語の意味を推測する力も問われる。 

 

「氷のホテル」に関する文章を，５つのパートの順番

を並べ替えて論理的な一つのパラグラフに仕上げる問

題。Stillや In fact, All consideredなどディスコースマ

ーカーに目を配り，注意深く論を追って行く必要があ

る。「氷のホテル」に関する問題は本塾テキストでも扱

ったことがある。 

 

ベルクロ社のマジックテープの問題は本塾テキストで

も扱ったことがある。 

A空所補充問題（四択）。本文中の空所に適語を入れる。

前置詞や関係詞など機能語の他，文の接続に相応しい

形容詞句やディスコースマーカー，単語や熟語など多

岐にわたる。 

B内容一致問題（三択）。本文の内容に照らして適切な

答えを選択する。 “In the second-to-last paragraph”

「最後から 2つめのパラグラフ」というパラグラフ指

定の言い方がされるようになったが，the term 

“biomimicry”のようにそこで使われている単語が示さ

れているので取り違えることはないだろう。 

 

A本文中に下線が引かれた語（句），文の意味を正しく

言い換えたものを選ぶ問題（三択）。人称代名詞 they

が指すものを答える問題も含まれる。 

B内容一致問題（三択）。本文の内容に照らして適切な

答えを選択する。形式は大問Ⅱとほぼ同じであるが，

比べるとⅢのAは(2)(4)(5)が少し難しい。B (7)の本旨

標準 
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やや難 
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camel cloning is 
big business in 
Dubai?” by 
Nadia 
Leigh-Hewitson/         
March 1,2023 

を問う問題は，キーワード “camel cloning”をはずさ

ないこと。 

注：区分は「英文解釈」「読解総合」「英作文」「文法・語法」「聞き取り」「その他」 

  難易度は５段階「易・やや易・標準・やや難・難」で、当該大学の全統模試入試ランキングを基準として 

    判断しています。 

 

＜学習対策＞ 

 全体的に単語レベルは標準。大問ⅠのA会話問題は総じて日本人と英語圏の人との対話形式で日常的な場

面が描かれる。口語表現を学べるように日ごろから意識的に会話形式の問題を解いておこう。同B文整序問

題では，論理の流れを意識しながら，代名詞やディスコースマーカーの使い方に注目しよう。関西大学では

独立した文法・語法問題は出題されないが，大問Ⅱ，Ⅲでは文法や語法の知識を試す問題が語彙問題ととも

に出題される。文法学習は軽視せず地道にやっておくこと。英文の内容を理解するうえで文法や語法の知識

は欠かせない。本試験では単語レベルから文レベルまで，その意味するところが問われる。語彙，文法，論

理の力が総合的に試されるので，一言一句をゆるがせにせず，普段から丁寧に緻密に文章を読む習慣を身に

付けてほしい。 

 

２／２ 


